
 

 

 

 
 

 

  

                                                          

                                       

                                      

 

日本遺産「葛城修験」追加認定合同報告会の開催について 
 

令和 6年 6月、貝塚市の「蕎原とちのき谷」、泉南市の「金熊寺」・「信達神社」、熊取

町の「降井家住宅」が日本遺産「葛城修験－里人とともに守り伝える修験道はじまりの地」

の構成文化財として追加認定を受けました。これを記念して三市町で合同報告会を開催しま

す。取材等よろしくお願いいたします。 

記 

 
・開催日時：令和６年10月26日(土曜日)午後２時から(午後１時30分開場） 

・開催場所：貝塚市民福祉センター６階多目的ホール 

・プログラム 

Ⅰ 趣旨説明  

「日本遺産と葛城修験について」 

Ⅱ 記念講演  

膾谷健眞（なますやけんしん）様（葛城修験神道鉄火山道場宮司） 

「日本遺産『葛城修験』追加認定の意義」 

Ⅲ 報告会   

「認定された構成文化財及び関連文化財について」 

         ①蕎原とちのき谷と関連文化財（貝塚市） 

         ②金熊寺、信達神社と関連文化財（泉南市） 

         ③降井家住宅と関連文化財（熊取町） 

Ⅳ シンポジウム 

「葛城修験を語る」 

・参加費：無料 

くわしくはホームページをご覧ください。  

 

 

 

 

 

 
報道提供資料 

 

令和６年 10月 7日 

問合せ先  

貝塚市教育委員会 社会教育課 

文化財保存活用室 

     ℡ 072-433-7126 

          担当：地村、波多野 

貝塚市 
総合政策部 魅力づくり推進課                                          

広報シティプロモーション担当 

：藤木・遠藤 

TEL:072－433－7059 

FAX:072－433－7233 

 


